
パブリックコメント市民意見 項目別一覧 

１．家庭ごみ有料化の手法について 

意見の概要 市の考え方 
修正

有無 

Ｐ１１ ６.家庭ごみの有料化の導入計画 

（１）家庭ごみ有料化の種類・時期・方式 

③ごみの出し方については、「指定袋方式とする」について 

・庭木等の剪定枝についても、指定袋方式になるのか。指定袋方式

だと、合理的ではないので、費用負担の点でシール方式も検討して

ほしい。また、枝等で、袋に穴が開き何枚も重ねないとごみ出しで

きない。 

庭木等の剪定枝については、現在出していただいているとおり、太さ５cm以内

で長さ６０cm以下に切っていただき、指定ごみ袋に入れて出してください。 

また、袋が破けそうな場合には、袋の外側からひもで縛ってください。 

剪定枝等のシール方式については、利用する袋やしばり方により、排出される

量が、指定袋以上の大きさになるなど一定でなくなること、シールが剥がれたり

する問題があることなど、検討の結果、指定袋で統一を図ることといたしました。 

無 

（２）指定ごみ袋の材質及び形態 

Ｐ１２ ②指定ごみ袋の形状について 

 ・デザインについて、４５ ℓの取っ手付きの使用は取っ手無しより、

ごみが入らないため、２種類から選べると良い。 

取っ手付きは、持ちやすさと縛れる便利さがあり、多くの自治体で利用されて

いることから、取っ手付きの指定ごみ袋といたしました。 

容量については取っ手を除いた本体部分で、４５ℓ、３０ℓ、２０ℓがそれぞれ

入る袋の大きさにいたします。  

無 

Ｐ１２ ④指定ごみ袋容量について 

・４５ℓより大きいサイズも採用していただきたい。 

自宅敷地内の植木や落葉、剪定枝等は大量に発生するため７０ℓ程

度の大きな袋も採用していただきたい。 

全国的に、もえるごみの袋は大きくても５０ℓ程度で、ほとんどの自治体で 

４５ℓが主流となっています。また、落葉、剪定枝等も指定袋の利用がされてい

ます。 

今回の導入では３種類の指定袋ですが、導入後の状況を見て、多くの方の要望

がある場合、サイズの変更等を検討することとします。 

落葉や剪定枝等は、できるだけ自家処理による堆肥化へのリサイクルをお願い

いたします。また、堆肥化をする際に、コンポスト容器の補助制度もありますの

でご利用ください。 

無 

Ｐ１２ （４）減免措置 

 ①ボランティア袋について 

 ・ボランティア袋は、真岡市の独自性を出したい気持ちはわかるが、

不要と感じる。 

個人や団体が清掃活動に指定ごみ袋を利用した場合、費用負担が生じることに

よって善意で清掃を行ってくれる市民が減るおそれがあることから、ボランティ

ア袋は必要と考え採用いたします。 

無 

 



 

Ｐ１３ ③介護認定者、障がい者、乳幼児の減免措置について 

 ・ごみ減量に努力しても介護で紙おむつを使う人は少なくすること

は考えられない。紙おむつに使用制限がついては困るので、ピンク

の袋で減免にしてはどうか。 

紙おむつの介護認定者等への減免措置は、県内では２市のみの実施で、その必

要性が低い状況にあります。ごみ有料化導入後の様子を見ながら、今後の検討課

題といたします。 

無 

 

 

２．不法投棄について 

意見の概要 市の考え方 
修正

有無 

Ｐ１４ （９）不法投棄および指定袋以外での排出者に対する対策 

①懸念される課題について 

・コンビニ、スーパーなどのごみ箱に捨ててしまう人や、道や公園

にポイ捨てする人が増え、清掃するための人件費が増えると思うた

め、有料化はしないほうがいい。 

ごみの有料化による不法投棄の増加が懸念されますが、不法投棄（ポイ捨て等）

は、マナーの問題であり、啓発や喚起を図るとともに、警察署や関係機関と連携

し、捨てられ易い場所の防止看板の配布や清掃監視員による巡回パトロールの充

実、強化に努めます。 

 

無 

①懸念される課題について 

・有料化になると家庭でごみを燃やす人が増え、真岡市の環境が悪

くなり、火事も増えるかもしれない。芳賀地区エコステーションで

適正に処理し、ダイオキシンの発生を抑制し発電した方が有効なの

で、有料化にしないほうがいい。 

もえるごみの有料化は、ごみの減量化、ごみを多く出す人と減量に努力されて

いる人との費用負担の公平化、施設維持費負担の削減等のため実施することが目

的であり、屋外焼却行為を助長するものではありません。 

ごみの屋外焼却については、少量の落葉焚きなど例外はありますが、清掃監視

員による巡回パトロールを強化し、地域からの通報や消防署、警察署と連携し指

導に努めます。 

無 

 

 

 

 

 

 



３．ごみの減量・資源化について 

意見の概要 市の考え方 
修正

有無 

Ｐ１５ （１１）更なるごみ減量・資源化施策について 

・燃えない物を燃えるごみに混ぜたりせず、きちんと分別されれば

ダイオキシンの発生量は減り無理のない焼却ができるので、施設の

延命にもなり環境にもやさしいので、真岡市民及び芳賀郡町民が、

まずは完璧な分別をしていくべきであり、家庭系ごみは有料にしな

い方がいい。 

ごみの有料化がありきではなく、先ずは、ごみ減量化の徹底を図るため、地域

説明会や広報紙をとおして推進しておりましたが、目標のごみの１０％削減には

至らず、更なるごみの減量化などを図るため、家庭系もえるごみの有料化を導入

することにいたしました。 

今後も、雑紙の資源化、生ごみの水切りや堆肥化など、地域説明会や広報紙、

ホームページ等により周知していきます。 

無 

 

 

４．その他意見・要望 

意見の概要 市の考え方 
修正

有無 

Ｐ４ （２）ごみの減量化・リサイクルの推進 

 ・補足として、真岡市市民活動センターにおいて、「ストップ温暖

化もおかエコの会」が環境活動や啓発支援をしている。また、「真

岡の自然を守る会」によるごみ拾いのボランティア活動も実施し

ている。 

市内に環境活動を実施している団体や企業は、たくさんあり、多くの方が参加

しボランティア活動を実施していただいていることは、大変ありがたいことであ

ります。団体名の掲載はいたしませんが、今後も、ボランティア活動の輪が広が

ることを期待いたします。 

無 

Ｐ５ ④レジ袋削減の取組み 

 ・栃木県でもエコバックを配布している。 

 

県がキャンペーン等により、エコバックを配布しているのは承知しておりま

す。市も環境展や納税等の口座振替時に、エコバックを配布しており、民間でも

多く実施していますので、栃木県のエコバック配布について掲載はいたしませ

ん。 

無 

Ｐ７ （２）減量化の必要性 

②広域ごみ処理施設の費用負担 

維持費約 112億円（20年間）について 

・維持費約 112億円は、１０％ごみ削減を達成した時の前提額か。 

平成１９年度のごみ量を基準に、１０％のごみを削減することで、積算されて

います。 

無 



 
Ｐ１１ ６.家庭ごみの有料化の導入計画 

（１）家庭ごみ有料化の種類・時期・方式 

③ごみの出し方については、「指定袋方式とする」について 

・指定袋を購入するとポイントシール等がたまり、指定袋と交換で

きるような特典があるようにならないか。 

もえるごみの有料化は、ごみの減量化やごみを多く出す人と減量に努力されて

いる人との費用負担の公平化、施設維持費負担の削減等のため実施するもので

す。ごみ袋を多く使う方へのポイント制や特典は、相反する制度になるものと考

えます。 

無 

③ごみの出し方については、「指定袋方式とする」について 

・資源の古着類を出す時の袋は、今までどおり半透明の袋で良いの

か。良い場合、指定袋と半透明袋の両方を購入することになり、経

済負担が増える。有料にしなければ、今まで通り半透明袋が使える

ため、有料化をしないほうがいい。 

有料化を実施するのは「もえるごみ」であり、指定袋で出していただくのは、

「もえるごみ」専用の袋となります。資源の古着については、有料化の対象では

ありませんので、従来どおり透明又は半透明の袋で出してください。 

 

無 

Ｐ１２ （３）指定ごみ袋の価格設定 

①指定ごみ袋の価格について 

・ごみ袋料金の引き下げ及び将来的な見直しをお願いしたい。 

導入後には少なからずごみの減量成果が出ることが考えられるの

で、一定量の減量が行われた時には、真岡市の負担も減るため、料

金の引き下げを検討いただきたい。 

料金の見直しについては、ごみ有料化導入後の状況や、他の自治体の動向も参

考に調査するなど、今後の検討課題といたします。 

無 

Ｐ１２ ③指定ごみ袋の色およびデザイン表示 

 ・コットベリーキャラクター使用について、真岡市をＰＲするキャ

ラクターなのでごみ袋には必要ない。キャラクター使用するなら、

「ぶんべつくん」にしてはどうか。 

一目で真岡市独自のもえるごみ袋と判断ができ、他市町と区別をするために、

真岡市のキャラクターであるコットベリーを使用するものです。 

無 

Ｐ１４（９）不法投棄および指定袋以外での排出者に対する対策 

①懸念される課題について 

・指定袋以外でステーションに出された場合、誰が出したか不明の

時は、この袋の費用は誰が負担するのか。 

ごみステーションについては、利用者や地域で設置し、管理していただいてお

りますので、指定袋以外でステーションに出された場合、地域で指定袋に入れて

出し直すことになります。なお、袋は利用者負担でお願いすることになります。 

地区外からごみを置いていかれることも考えられますので、ステーションを利

用される皆様で監視の強化や場所の見直しをお願いします。 

無 



 
①懸念される課題について 

・有料化について、趣旨は賛成します。しかし、不法投棄がかなり

増えると考えられ、増加した場合、市はどのように対応されるのか。 

 

ごみの有料化による不法投棄の増加が、懸念されますが不法投棄（ポイ捨て等）

は、マナーの問題であり、啓発や喚起を図るとともに、警察署や関係機関と連携

し捨てられ易い場所の防止看板の配布や清掃監視員による巡回パトロールの充

実、強化に努めます。 

また、県東環境森林事務所、真岡土木事務所、芳賀農業振興事務所、近隣警察

署、近隣市町等で構成する「廃棄物不法投棄連絡協議会」などの組織とも綿密に

連携を図り、不法投棄対策に取り組んでまいります。  

不法投棄対策は、市民の皆さんと行政が一緒になり、常に監視することが重要

であり効果がありますので、ご協力をお願いいたします。 

無 

①懸念される課題について 

・国、県、市の道路建設等に賛成して公共用地を提供したが、不法

投棄が酷く対応に苦慮している。投棄されたごみの処理費用は地主

の責任ということなら、拾うお願いではなく、せめて回収はしても

らえないか。粗大ごみの日や一斉清掃時に回収願いたい。 

・真岡鐵道の写真撮影に集まる方のマナーが悪すぎ、ごみのポイ捨

てが酷く沿線の地権者が迷惑している。個人の土地に捨てられた場

合、地主の責任とされ回収してもらえない。これらのごみの回収は

検討いただきたい。 

民地への不法投棄については、その土地の所有者（管理者・利用者を含む）の

責任において処理をお願いしております。また、常にきれいに管理するなど、ご

みを捨てられにくい環境づくりについてもお願いします。 

なお、市では個人へのごみ収集は行いませんが、地域や団体で、道路や河川な

どと併せて清掃活動をしていただいた場合は、申請いただき収集しています。 

無 

Ｐ１５ （１１）更なるごみ減量・資源化施策について 

・一般家庭でどのように剪定枝や落葉、雑草等を処理して欲しいの

かイメージが湧かない。 

田畑がある方は、細い剪定枝や落葉、草刈した雑草等を積み置きして腐葉土に

して、野菜や草花の堆肥としてリサイクルしてください。 

宅地のみの方でも、コンポスト容器が設置できる場所がある方は、落葉や雑草

と生ごみを入れ、堆肥化のリサイクルをお願いいたします。また、コンポスト容

器の補助制度もありますのでご利用ください。 

無 



 
Ｐ１５ （１１）更なるごみ減量・資源化施策について 

・ごみが増え、何でも構わず捨てられているので有料化は仕方がな

い。それと平行して分別できるのであれば、スーパーとは別にビニ

ール類・発泡スチロール等を常時回収できる工夫をしてほしい。 

・シャンプーやママレモン等のプラスチック容器、スーパー惣菜の

トレイ、落葉や枝、卵の透明の容器、革やビニールバックなど今よ

り分別項目を増やして、まずはごみの減量化を進めるべき。 

ペットボトルは資源として回収していますが、プラスチック容器や発泡スチロ

ール等は石油製品で、石油や石炭と同等の発熱量を有しているため、燃焼させ、

発電や施設の燃料費の削減のため、サーマルリサイクルを行っていきます。 

プラスチック容器や発泡スチロール等のうち、リサイクルできるものは、スー

パー等の回収ボックスの案内に従い、ご利用願います。 

無 

Ｐ１５ （１１）更なるごみ減量・資源化施策について 

②剪定枝や落葉、雑草等の自家処理や堆肥化を推進する。 

・西田井グリーンセンターで家庭の生ごみの堆肥化をし、ごみを減

量化するべき。出来た堆肥を売って収入にもなる。 

・生ごみの堆肥化をもっと推進するべき。 

西田井グリーンセンターは、公園や植樹帯等の剪定枝や落葉、雑草等のみ堆肥

化している施設で、家庭の生ごみを受け入れるには、専用の施設を整備しなけれ

ばなりません。新たに施設を整備する場合、多額の建設費や管理費が必要となり

ます。今後の検討課題の一つといたします。 

無 

７件 ２１項目 


